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川
越
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
は
、

江
戸
初
期
の
町
割
の
上
に
、
明
治
時
代

に
建
築
さ
れ
た
重
厚
な
蔵
造
り
と
近
代

洋
風
建
築
物
が
立
ち
並
び
、
特
色
あ
る

歴
史
的
景
観
を
伝
え
て
い
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
町
並
み
だ
け
で
な
く
ユ
ネ
ス

コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
国

の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
と
な
っ
て
い

る
山
車
を
曳
き
回
す
「
川
越
ま
つ
り
」
も

有
名
で
、
歴
史
と
文
化
を
継
承
し
続
け

る
住
民
の
不
断
の
努
力
と
、
行
政
の
サ

ポ
ー
ト
の
成
果
を
感
じ
取
る
事
が
出
来

ま
し
た
。

　

三
芳
町
議
会
の
議
会
改
革
と
し
ま
し
て

は
、
議
会
基
本
条
例
・
議
員
倫
理
条
例
の

制
定
、
一

般
質
問

席
の
設

置
、
夜
間

議
会
、
日

曜
議
会
、

政
策
サ
ポ

ー
タ
ー
制

度
・
政
策

サ
イ
ク
ル

制
度
の
研

究
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ

プ
形
式
の

議
会
報
告
会
等
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
議
会
改
革
の
計
画
と
し
て
は
、

議
会
の
政
策
機
能
の
強
化
、
議
会
中
継

の
実
施
、
通
年
議
会
の
検
討
、
議
会
の

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
検
討
し
て
い
く
と

の
事
で
し
た
。

　
「
出
来
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
い
こ
う
」

と
の
方
針
だ
そ
う
で
、
今
後
の
議
会
運

営
に
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

研修報告
　

広
報
研
修
会
で
は
、
日
本
広
報
協
会

　

広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
小
田 

順
子
氏
と

吉
村
潔
氏
か
ら
広
報
誌
の
作
り
方
を
、

ま
た
、
議
会
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
芳
野
政

明
氏
か
ら
、
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で

1
位
の
宮
城
県
利
府
町
、
2
位
岩
手
県

金
ヶ
崎
町
を
見
本
に
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

築
地
公
設
卸
売
市
場
は
、
最
も
古
い

歴
史
を

持
つ
総

合
市
場

で
、
水

産
物
に

つ
い
て

は
世
界

最
大
級

の
取
扱

規
模
と

な
っ
て

い
ま
す
。

　

昭
和

10
年
に
開
場

し
、
昭
和
60
年

代
に
再
整
備
、

平
成
13
年
12
月

に
豊
洲
地
区
に

移
転
す
る
こ
と

に
決
定
し
、
現

在
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　

現
場
は
、港
・

線
路
か
ら
搬
入

さ
れ
る
設
計
が

さ
れ
て
い
る
の
で
、
陸
輸
送
の
現
在
は
、

出
口
・
入
口
と
同
一
動
線
で
効
率
が
悪

い
と
の
事
で
す
。

　

ま
た
、
建
屋
は
老
朽
化
し
て
危
険
、

ト
イ
レ
が
少
な
い
、
衛
生
面
で
も
問
題

が
あ
る
と
の
事
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
移
転
す
る
、
し
な
い
、
再

検
討
と
二
転
三
転
し
て
い
る
事
で
、
働

い
て
い
る
方
々
が
、
一
番
の
迷
惑
を
被

っ
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。

　
東
京
シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
平
成
29
年
度
町
村

議
会
広
報
研
修
会
」
へ
の
参
加
と
「
東
京
都
中
央
区
築
地
公
設
卸
売
市
場
」
を
視

察
研
修
い
た
し
ま
し
た
。

　
埼
玉
県
川
越
市
の
「
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
と
埼
玉
県
三
芳
町
議
会
を

視
察
研
修
い
た
し
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

平
成
29
年
10
月
12
日
〜
13
日

埼
玉
県
川
越
市
・
三
芳
町

研
修
報
告

広
報
委
員
会

平
成
29
年
９
月
28
日
〜
29
日

東
京
都
中
央
区

研
修
報
告
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研修報告
　

忍
野
村
は
、
全
国
的
に
人
口
減
少
す
る

な
か
人
口
が
増
え
て
お
り
、
山
梨
県
内
で

昭
和
村
に
次
ぎ
２
番
目
、
全
国
で
も
90
番

目
に
人
口
が
増
加
し
て
い
る
村
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
忍
野
村
の
歳
出
合
計
は
49
億
円

に
対
し
、
歳
入
合
計
は
53
億
円
と
黒
字
で

あ
り
、
当
然
普
通
交
付
税
不
交
付
団
体
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
村
内
に
立
地
す
る
大
手
企
業

（
フ
ァ
ナ
ッ
ク
）
と
い
う
優
良
企
業
の
工

場
、及
び
本
社
が
あ
る
た
め
だ
そ
う
で
す
。

　

企
業
誘
致
と

は
工
場
だ
け
で

は
な
く
、
本
社

を
誘
致
す
る
こ

と
が
大
事
で
あ

る
と
実
感
い
た

し
ま
し
た
。

　

山
梨
県
立
リ

ニ
ア
見
学
セ
ン

タ
ー
は
、
時
速

５
０
０
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
で
走
行
す

る
車
両
を
実
際
に

見
る
こ
と
が
で
き
、

車
両
が
疾
走
す
る

様
子
や
、
車
両
が

通
る
際
の
風
切
り

音
や
風
圧
を
実
際

に
体
感
す
る
事
が

出
来
ま
し
た
。

時
速
５
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
と
、

現
在
３
時
間
程
か
か
っ
て
い
る
東
京
〜
大

阪
間
が
１
時
間
で
結
ば
れ
る
よ
う
に
な
る

と
の
事
で
す
。

　

城
里
町
に
は
、
鉄
道
や
高
速
道
路
の
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
唯
一

の
交
通
手
段
は
ク
ル
マ
と
い
う
事
に
な
り

ま
す
。

　

移
動
時
間
が
短
く
な
れ
ば
、
そ
の
地
域

と
の
距
離
が
縮
ま
る
と
い
う
事
で
す
。

　

城
里
町
の
場
合
、
唯
一
の
交
通
で
あ
る

道
路
網
の
整
備
を
し
、
近
隣
と
の
距
離
を

近
づ
け
る
事
が
町
の
発
展
の
た
め
に
大
切

な
事
で
あ
る
と
実
感
致
し
ま
し
た
。

　
「
駿
豆
水
道
」
は
、
狩
野
川
水
系
の
柿

田
川
の
湧
水
を
水
源
と
し
た
用
水
を
供

給
し
て
い
る
県
企
業
体
で
す
。

　

静
岡
県
は
全
国
一
水
道
料
金
が
安
い

地
区
で
す
が
、
こ
れ
は
水
が
き
れ
い
な

事
も
あ
り
ま
す
が
、
最
先
端
の
管
理
シ

ス
テ
ム
で
徹
底
的
に
効
率
化
し
た
結
果

で
あ
る
と
の
事
で
し
た
。

　

城
里
町
の
水
道
事
業
は
、
石
塚
浄
水

場
が
築
48
年
を
経
過
し
、
老
朽
化
が
進

み
更
新
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
い
な
い
時

期
に
来
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
方
向
性
を
見
出
す
た
め
に
も

大
変
参
考
に
な
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

重
要
文
化
財
江
川

邸
は
、
江
戸
時
代
の

韮
山
代
官
所
で
す
。

幕
末
の
代
官
で
あ
る

江
川
英
龍
は
、
勝
海

舟
が
絶
賛
し
、
福
沢

諭
吉
も
憧
れ
た
幕
末

の
知
ら
れ
ざ
る
巨
人

と
呼
ば
れ
、
大
河
ド

ラ
マ
の
主
人
公

に
な
る
ほ
ど
の

人
物
で
す
。

　

文
化
財
の
管

理
、
運
営
は
、

江
川
家
当
主
が
代
表
理
事
を
務
め
る
財
団

法
人
「
江
川
文
庫
」
が
し
て
い
ま
す
。

　

韮
山
反
射
炉
は
、
海
防
政
策
の
大
砲
を

鋳
造
す
る
た
め
に
江
戸
幕
府
直
営
で
築
造

さ
れ
た
も
の
で
、
世
界
遺
産
と
し
て
正
式

登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

韮
山
は
鎌
倉
幕
府
の
北
条
氏
ゆ
か
り
の

地
で
、
名
所
旧
跡
も
多
く
、
も
と
も
と
観

光
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
観
光
客
も
多
い
事

に
加
え
、
世
界
遺
産
登
録
で
観
光
客
数
が

爆
発
的
に
増
え
た
よ
う
で
す
。

　

今
回
の
研
修
で
、
特
に
感
じ
た
の
は
、

無
料
ガ
イ
ド
の
案
内
で
、
こ
の
説
明
が
無

け
れ
ば
歴
史
的
・
文
化
財
的
な
意
味
を
知

る
事
が
出
来
ま
せ
ん
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
に
よ
る
案
内
体
制
の
充
実

が
文
化
財
等
の
観
光
に
真
に
求
め
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

静
岡
県
駿
豆
地
区
の
広
域
水
道
事
業
及
び
世
界
遺
産
韮
山
反
射
炉
と
重
要
文
化

財
江
川
邸
を
視
察
研
修
い
た
し
ま
し
た
。

　
山
梨
県
忍
野
村
に
お
け
る
人
口
対
策
に
つ
い
て
と
新
交
通
リ
ニ
ア
に
つ
い
て

視
察
研
修
い
た
し
ま
し
た
。

教
育
産
業
常
任
委
員
会

平
成
29
年
11
月
16
日
〜
17
日

静
岡
県
駿
豆
地
区

研
修
報
告

総
務
民
生
常
任
委
員
会

平
成
29
年
11
月
９
日
〜
10
日

山
梨
県
忍
野
村

研
修
報
告


